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この資料 は、 日本 自転車振興会か ら競輪 収益の一部であ る機械 工業 振興 資金の補助を受 けて、

平 成4年 度に実施 した 「産業界 における情 報 ・通信 システム高度 化 に係るユ ーザー問題調 査 」の

一 環 として と りまとめた ものであ ります。
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は じめに

本書 はOSI/FTAMを ベース とす るEDI(電 子 データ交換)を 実現す るために必

要 な ファイル転送用 手順(以 下 、F手 順)の 概要 にっいてまとめた ものです。F手 順 の概

要 につ いて は、既にユーザ要望 をベースとす る 「フ ァイル転送用手順(F手 順)機 能概説

書Ver.1.0(平 成3年5月 発行)」 を公開 して いるが、今回ベ ンダ側の検討 を加 え、基

本機能の見直 しを図 りま した。

以下 に主な変更点 を示 します。

(1)サ ポー ト回線 の拡大

F手 順 製品間の接続性確保のために、電話網 、データ交換網(パ ケ ッ ト、回線交換)

、ISDN(パ ケ ッ ト、回線交換)、 専用線 の うち、ISDN回 線交換 をサ ポー ト必須

と した。他 に、4種 のLAN(CSMA/CD、 トークンバ ス、 トー クンリング、FD

DI)を オプ ションとして追加 しま した。

(2)代 表名 によるフ ァイル読出 しの充実

相互運用性確保の ため に、応答側で未送信 フ ァイルの選択方法 と して、サ イクルID

の昇順 にフ ァイルを選択す ることを基本動作 と して規定 しま した。 その他の方 法(例 え

ば、 サイ クルIDの 最 も大 きな ファイルを選択)の サポー トは実装 に任 され ます。

(3)エ ラー詳細 コー ドの設定

エ ラー項 目とプ ロ トコル上のエ ラー詳細 コー ドにっ いて見 直 した。F手 順 プ ロ トコル

上のエ ラー詳細 コー ドにっ いて は、類似のFTAMの エ ラー コー ドにマ ッピングさせ る

ので はな く、FTAMと して は認め られて いる方法でF手 順 固有の コー ドを定義 しま し

た。 また、プ ロ トコル上運 ばれ る診断 テキス ト(英 文)を オプ ションと して規定 しま し

た。

(4)二 重交換防止機能 の改善

ファイル毎 に二重交換防止要 ・不要の指定 を可能 に しま した。

(5)プ ロフィルの拡張

パ ソコンレベルでの普及促進 を考慮 して、主 と してメイ ンフ レームを対象 と した 「標

準 プ ロフィル」 と、パ ソコンを含 む主 と して メイ ンフ レーム以外の コンピュータを対象

と した 「縮小 プロフィル」の2レ ベルのサポー トレベルを設 け、併せて必須項 目の見 直

しを行 いま した。 この 「縮小 プ ロフィル」は 「標準プ ロフィル」の完全なサ ブセ ッ トと

な って います。

(6)FAI仕 様(旧UAI仕 様)の 設定

旧版で は実装者 を対象 として いたが、 この レベルの イ ンタ フェース仕様(言 語バ イ ン

デ ィ ングされていない抽象化 されたイ ンタフェース)は ユーザに有用 との判 断で、実装

者 に加 えユーザか らも参照可能な仕様 としま した。

今後 と もF手 順 の改善 を必要 に応 じ、実施 して行 きたいと考 えて お ります。

最後 に、F手 順 の開発 に ご協力を頂 きま した 「新手順検討委員会」、及 びrF手 順推進

ワーキ ンググループ」の委員 ・メ ンバ ーなどの関係 各位 に感謝 の意 を表 します。

財団法人 日本情報処理開発協会

産業情報化推進センター
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第1章F手 順 の 目 的 と 背 景

1。1検 討の背景

企業活動 において、情 報 ・通信ネ ッ トワークの もた らす効果や役割 は極めて大 きな ものであ り、

今 日では重要な基盤 の一 つ として位置づ け られて い る。

しか も、情報 ・通信ネ ッ トワークは技術的 な進展 や企業間の取 引の活発化等 を背景に して、ま

す ます広域化、多様化 しっっあ り、 システム間の相 互運用性を確保す る ことは、 マルチベ ンダ環

境下における技術的課題 にとどま らず、産業界全体 の健全 な発展に とって も大 きな課題 とな って

いる。

金融や流通 な ど一部 の業界では、 この対応 と して業界標準手順 とよばれ る通信手順が開発 ・制

定 され、業界 のネ ッ トワー ク化促進 に大 き く寄与 したばか りで な く、その仕様が広 く公 開された

ことによ り、他の業界 に も大 きなメ リッ トを もた らした。

しか し、 これ らの業界標 準手順は本来、特定業界 の特定業務 を対象 に開発 され た ものであるた

め、 これを幅広 い分野 にわた って利用す るには限界 があ り、また制定 された 当時 と比べ通信回線

や業務環境が近年急激 に変化 している ことか ら、新 しい通信手順 に対す る要望が多 くの業界か ら

高ま って きた。

具体的には、

① 国内 ・海外での企業間ネ ッ トワー クは益 々拡大の方向にあ る。

② 業界 内あ るいは業界間での ビジネスプ ロ トコルを中心 と した標準化 要請が高ま ってい る。

③ 適用アプ リケー ションの多様化や大量 デー タ、多頻度デ ータな どの業務環境 か ら発生す

るニーズへの対応。

④ 運用管理やセキ ュ リティなどの システム機能面の高度化対応。

⑤ISDNな どの通信 回線への対応。

などにつ いて、既存の業界通信手順で は適用が困難 であ り、よ り高機能で汎用 的な通信手順が求

め られた。

このため、平成元年8月 か ら鉄鋼 、電力、石油化学 、電子機器 、商社 、小売 、銀行、保険、証

券な どの10業 界の協力 を得て、㈱ 日本情報処理 開発協会 産業情報化推進 セ ンターにおいて、

まず企業間での利用 の多 いファイル転送 に関す る新 手順(名 称:F手 順)の 開発検討 を開始 した。

1



1.2基 本方針 と検討経緯

F手 順の検討 にあた り、次のよ うな事項を検討の基本においた。

①既存の業界手順 は、通信の制御部 とデ ータ部が一体 とな って規定 され てい ることか ら、新 し

い技術導入 に対応す る変更の影響の範囲が大 き く、適用性や機能拡張性 に限界が ある。 この

ため、通信部 の標準化を徹底す るとと もにデータ部 と独立 させ ることによ り、 どのよ うな業

界 フォーマ ッ トのデータで も共通の仕組 みで データ交換を可能 にす る。

② したが って、通信 プロ トコル は、特定 のメーカのプロ トコルに依存す ることな く、将 来的に

拡張性が見込め る国際標準のOSIをF手 順 のベ ースと して採用す る。

③F手 順の主要な適用業務 はEDIと し、多 くの業界 で利用可能 にす るため、OSIで 規定の

範囲外 となって いるユーザの運用機 能等をで きる限 り集約 ・共通化 して組 み込 み、既存の手

順 よりも機能 を向上 させた標準手順 と して実現す る。

④大型の コンピュータだ けでな く、WSや パ ソコ ンでの利用 も実現す る。

⑤F手 順 の仕様 は広 く公開す る。 この ためF手 順をサ ポー トしたパ ッケー ジが数多 くのメーカ

か ら提供 され 、ユーザが利用 しやす い環境 の整備を図 る。

⑥平成5年 度上半期 にF手 順をサポー トした製 品の市場提供を目標 に、仕様の メーカ間調 整等

の作業を計画 してい く。

このよ うな基本 方針に基づ き、各業界 での フ ァイル転送業務の実態や既存業界手順 の改善要望

等を極 力吸収 しつつ、F手 順 で実装す る機能や標準化範 囲などの検討 を進 めて きた。

なお、本概説書で提示す るF手 順の機能 は、多 くの業界ニーズを反 映 した ものであ ると言え る

が、 さらに機能要求 に対す る解釈 の違 いや全体的 な考え方 にっ いて検証 す るため、主要 な業界で

の評価を今後協力要請す る計画である。

1.3F手 順 の基本的 な考え方

F手 順 は、企業 間のネ ッ トワークを介 したデー タ交換 において、相互接続運用 を実現す るため

に、OSIの プロ トコル/プ ロフィルに加 え、ユーザが情報 ネ ッ トワー クを運用す る際に必要 な

機能や規定、た とえば、

a.プ ロフィルの選択

b.プ ロフィルの利用方法(オ プ ションやパ ラメータの取扱 いな ど)

c.転 送 プ ロ トコルの追加

d.運 用 プ ロ トコルの追加

などにっいて、ユーザ ニーズに基づ き標準化 し、かっ、業界横断的 に利用可能 と した通信手順 と

す る。なお、その仕様 は広 く公開 され、 また適切 な機 関で維持 ・管理 され る もの とす る。 した

が って、F手 順 とは、そのベ ースとな るFTAMの プ ロフィルに実用的 な運用(適 用 業務処理)

を行 うための具体 的な利用手順の規定や機能追加規定を行 うものである と言 え る。
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フ ァイル転送用の新手順であ るF手 順 の標準化領域の概念 は、図1-1の よ うに考え られ る。

F手 順の構造－ F手 順の標準化領域 EDI規 約 モデルー
フ ァイ ル転送 に関す る業務取 引規 約 取 引基 本 規 約

③
業務処理規約

(シス菰運 用規約)

業 務 運 用 規 約

デ ー タ フ ォーマ ッ ト等 情 報表現規約

FAI ② 通 信 運 用 規 約

FTP

FTAM
FTAM基 本 標準 お よ び実装 規 約

(OSIの プ ロフィルFTAM)

情 報 伝 達 規 約

①情報転送規約:FTAMの 実装規約への追加規約であ り、FTAMの 利 用方法 、機能追加

・補完部分がFTP(フ ァイル転送 システ ム)と して実 現 され る。

②通信運用規約:ネ ッ トワー クを介 した業務運用 に必要な機能やイ ンタフ ェース部分で あ り、

FAI(FTPア クセスイ ンタフェース)と して実現 され る。

③業務処理規約:適 用業務 その ものの規約であ り、UAP(ユ ーザア プ リケー シ ョンプロセ

ス)と して実現 され る。

図1-1F手 順 の標準化領域の概念

これ らの構造 と考え方 は、次章で説 明す る。
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第2章F手 順 の 概 要

F手 順は、既存業界手順の もっ機能面 、運用管理面の問題解決 を図 り、 メーカ機種 に とらわれ る

ことな く、広 く業界横 断的 に使用で きる通信手順 と して開発 された。 システム的 には、OSI標 準

フ ァイル転送 プロ トコル(FTAM)に 基づ く通信 システム とユ ーザアプ リケー ションとの標準 イ

ンタフ ェース機能を持 つFTPと 呼 ばれ るシステムで構成す る。

FTAMに 基づ く通信 システム(以 下 、 この通信 システム自体 をFTAMと 呼ぶ)は 異機種間の

相互接続性 を確保 し、FTPはFTAMで はカバー しきれない運用 、セキ ュ リテ ィおよび障害管理

機能 をユーザアプ リケー シ ョンに対 し標 準化 し提供す る。

2.1F手 順 の特徴"

① 運用機 能の向上

既存業界手順の運用機能 に加え、 さ らにユーザの利便性 を考慮 した新たな機能を追加 し、標

準化 して いる。

例 として は、代表名によ るファイル読 出 しや送受信 フ ァイル状況確認な どの標準化が挙 げ ら

れ る。

② 通信 メディアの拡張

OSIを 採用 し、適用通信回線の選択肢 を大幅 に広げ るとと もに、伝送 の高速化、通信 コス

トの低減 化を図 ることを可能 に した。

通信回線種別 と して は、電話網 に加え、データ交換網(パ ケ ッ ト網,デ ー タ回線交換網)、

ISDN網(パ ケ ッ ト交換網,回 線 交換網)、 専用線、各種LANも 使用可能にな って い る。

なお、 この中でISDNの 回線交換 網 は、すべて のF手 順パ ッケー ジで使用で きるが、その他

の回線 は、F手 順パ ッケー ジによ り異 なる。

口

口

口

口

A社

ISDN網
パ ケ ッ ト交 換 網,

回 線 交 換 網

口

口

口

口

口

F手 順回線利用形態の例
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③ 相互接続性

INTAPのFTAM実 装規約をベースと したプロ トコル仕様にな って いるため、通信制御

処理の汎用化、標準化 がな され、異機種間での相互接続問題 を解決 している。

また、メ ッセー ジフ ォーマ ッ トは、EDIフ ォーマ ッ ト、既存業界伝送 フォーマ ッ トなどい

ずれ も取扱可能 と して いる。

④ データ保全性

業界横 断的 に利用で きる通信手順 とす るため、転送データの保全性 については十 分に配慮 し

た仕様 と した。例 として、通信相手先の識別、 アクセス制御、制御情報保護機能等をセキ ュ リ

テ ィ管理機能 として標 準化 した。

⑤ 移行の容易性

F手 順 は、J/全 銀 手順の機能強化バージ ョンと考え、現行 と同等の運用が実現で きるよ う

に設計 してお り、移行が容易である。

2.2F手 順 の機能

F手 順の機能 は、表2-1の とお りFTAM基 本機能、転送管理機能、運用管理機能 、セキ ュ

リティ機能、障害管理機能 の5つ の グループに大別で きる。

メイ ンフ レーム等 につ いては、標準機能がすべて実装 され ることが期待 され る(オ プ シ ョン機

能 の実装 は製品提供 メー カの選択)。 しか しなが ら、一部の小型機等 にっ いて は、標準機能をす

べて実装す るために、 よ けいな負担を強いるケース もあ る。 そこで、標準機能の実装がすべて必

須 となる標準プロフ ィル に加えて、標準機能の中で も基本的なフ ァイル転送関係機能のみの実装

を必須 と した縮小 プ ロフィルを設定 した。

標準 プロフィルを実装 した システムと縮小 プロフィルを実装 したシステム間で もフ ァイル転送

は可能であるが一 部の機能の使用は制限を受 けることが ある。例 えば、代表名 によるフ ァイル読

出 しは、使用で きない こともあ る。

表2-1の*を っ けた機能 は、標準 プロフィルを実装 した システムか らの接続要求 に対 し、当

該機能を実装 してい ない縮小 プロフィル側の システ ムがエラー応答をす る機能であ る。

一方
、オプ ション機能 は ローカルな機能であ り、実装有無 による接続上の制限 はない。

以下で は、標準機能 の概要 を説明す る。

①転送管理機能

データ交換 システムを運用す るために必要な機能であ る。FTAMド ライ ブ(FTAMを 起

動す る機能)な どの フ ァイル転送の基本的機能に加えて、rマ ルチ ファイル転送』、rゼ ロ件

データ転送』、rデ ー タ転送の強制中断』が可能 となってい る。 また、r代 表名 によるフ ァイ

ルの読 出 し』などのサ イクル管理 に対応 した機能が提供 され る。

②運用管理機能

運用管理機能 につ いて は機能強化の要望が最 も多 く、 このため数多 くの運 用機能 を強化 し共

通化 しているが 、その なかで特にメイ ンフレーム系における運用の 円滑化 を 目的 と して設 定 さ

れた機能 と して、rサ イ クル管理』、r二 重交換防止』、r転 送許可時間』 お よび、 『各種状
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態問い合 わせ機能』にっ いて は標準 プ ロフ ァイルでは必須 と して提供す る。

サイ クル管理 とは、代表名 を持 った複数 の ファイルで構成 されたフ ァイル について、同 じ代

表名で複数 回のデ ータ転送 を行 って も、個 々の複数 ファイル について独 自性が保全 され、 かつ

管理で きる機能を実現 した ものであ る。

これ らの運用機能 は、従来の通信 システムではユ ーザが取 引の相手 先 と相談 しなが ら、独 自

にシステムに組み込んで いた機能であ り、共通化が図 られていないために新 しい接続先が発生

す る都度見直 しを行 うなど、 システ ム構築上の問題点 にな っていた部分であ る。F手 順を導入

す ることで、 これ らの面倒 な作業が改善 され る。

③ セキ ュ リティ機能

現在広 く使 われてい る通信手順 では、セキ ュリティチ ェックの方法が必ず しも統一 されて い

ないため、相手先 ごとにチ ェ ック方法(受 信 時)や ログオ ン手続(送 信 時)を 変えた り、セキ

ュ リティチ ェ ックを省略 した りしていた。F手 順 では、セキ ュリテ ィチ ェックの体系化 と統一

化を図 り、現状の通信手順 よ りも強化 された機能が組み込まれ る。

セキ ュリティ機能 は、r起 動側識別』、r応 答側識別』、r起 動者の認証』およびrア クセ

ス制御』が必須機能 として提供 され る。

この他 に、 システム内のセキ ュリテ ィ支援機能であるセキ ュ リティログの機能 がオ プ シ ョン

となってい る。

④ 障害管理機能

障害発生時におけるFTAMの ステ ータス情報 の解釈が共通化 されてお り(フ ァイル成 立管

理等 にっいて)、 ユ ーザ は複雑なFTAMの ステータス情報 の解釈 は必要 とせず、業務運 用を

決定す るの に必要 な情報 を、YES-NO形 式で受 け取 ることがで きる。 また、転送状 況問い

合わせ機能を使用 して 、随時にデー タ転送の状況を問い合わせ る こと もで きる。

これ らの機能が組 み込 まれ ることによ り、従来多 くの時間を要 して いた回線障害時の状況把

握や切 り分 け作業が簡 素化 され、 システム運用が効率化 され る。 もちろん、基本的 な伝送エ ラ

ーチェ ックおよび リカバ リ方式 はFTAMが ベ ースにな って いるため、従来のBSC手 順ベ ー

スの ものよ り信頼性が向上す る。 したが って、F手 順を導入 した システムでは、 システム全体

の信頼性 が向上す るばか りでな く、実効的な運用効率 も向上す る。

更にFTAMの 回復及 び、再開機 能がオ プシ ョンとして使用で き、 このオプ ションを選択 し

たユーザ は、FTAMに よ って標準 化 された リカバ リ方式 のサー ビスが、共通に受け られ る。
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表2-1機 能 覧

標 準 機 能 オ プ シ ョ ン 機 能

F

T

A

・フ ァイル送受信 ・デ ー タ圧 縮

M

基
本
機
能

転 ・フ ァ4ル 転送基 本機能

フ 送 ・マ ル チ フ ァイル 転送

ア 管 ・代表 名 に よ る フ ァイル 読 出 し*

イ 理 ・ゼ ロ件 デ ー タ転 送

ル 機 ・データ転送の強制中断

転 能
送
サ 運 ・サ イ クル管 理* ・送信時 の 自動取上 げ

1 用 ・受信時 の ジ ョブ起動

ビ 管 ・転送許可時間 ・転送終 了後 の ファイル処理連動

ス 理 ・送信 ・受信 フ ァイル状況確認*1 ・端末か らの制御(コ マ ン ド処理)

機 ・転送状況問 い合わせ(処 理の進み具合な ど) ・プ ラ イ オ リテ ィ制御

能 ・処 理 履 歴 管 理 機 能(転 送 ロ グ、 含 タイムスクンア)

セ ・起動側識別 ・セ キ ュ リテ ィ ロ グ

キ ・応答側識別

ユ ・起動者の認証(起 動者パス ワー ド)

リ

テ

・ア クセ ス制 御(フ ァイル ア クセ スパ ス ワ ー ド)

イ

機
能

障 ・障害状態 問い合せ

害 ・障害処理

管 送
理
機
能

ユ

*

*

)

)

)

{
⊥

り
ム

0
0

注
注

注

.ど のよ うなF手 順パ ッケー ジで も必ずサポー トされ る。

:こ の機能を実装 した システム間でのみ使用 できる。

:サ ポー トを原則 とす る。
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2.3F手 順の構成

2.3.1概 要

F手 順で規定 される対象 および範 囲の概念を示す と、図の斜線部分で ある。 この図 に従い、F

手順の構造 を概説す る。

A社 システム(起 動側) B社 システム(応 答側)

U
A
P

縫魏
:

u

A

P

'-i

…

FTP FTP
i

凝1雛 コ
F猟M

β
…

…

…

i・・

＼〆

FTAM

㈱ 羅

猟1 FTAM
1 1..{

|

灘 製

1

FAI

雛型…
|

…
:●

1

送信 ・受 信 フ ァイル
1

送信・受信ファ[竺]」1

相互接続性(FTAMプ ロ トコル)
ぐコ[⇒

相互 運用性(FTPプ ロ トコル)

図2-1F手 順の構造

①FTAM

F手 順で は、JIS別 冊参考 と して発行 されたFTAM実 装規約(第2版 、AP.111)を 採

用 してお り、実装規約 を変更す ることな く、規定 されて いるサー ビス機能の選択 と具体的 な利

用範囲 ・方法 を規定 している。

②FTP(フ ァイル転送 システム)

ユーザ アプ リケ ション側か らの命令 は、共通化 されたイ ンタフェース(FAI)に よ りFT

Pに 伝達 され、FTPは 必要なFTAMへ の プ リミテ ィブへ変換 してFTAMに 対 して指示す

る。 この結果、ユーザはFTAMの 複雑 なプ リ ミテ ィブ体系か ら解放 され るとと もにプ リミテ

ィブ発行等の誤 りがな くなる。 また、FTAMに もと もと組み込 まれて いない機能 につ いて は、

このFTPが 提供す る。

③FAI(FTPア クセスイ ンタフ ェース)

FAIは 、FTPと コ ンピュータ システムのOSや ユーザアプ リケー シ ョンプ ログラム との

間の情報交換(ユ ーザ側か らの指示やFTAMか らの応答)の ための共通イ ンターフェースで

ある。 これが共通化 され ることで、ユーザ アプ リケー シ ョンプ ログラムが指示す るデータ交換

に関わる処理の命令が共通化 され、データ交換のや り方 その ものが共通化 され る。 この ことが・

相互接続性の向上 とい う効果 とな る。
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④UAP(ユ ーザアプ リケーシ ョンプ ロセス)

UAPは 、ユーザアプ リケー シ ョンプ ログラムとFTPで はサ ポー トしていない機能を提供

す るサブ システムか らなる。

ユーザ アプ リケー ションプログラムは、ユーザ業務を処理す る純粋 なア プ リケー シ ョンプロ

グラムで あ り、現在 の システ ムで既 に稼働 中の もの と考えてよい。 サ ブシステ ムの主な機能 は、

メーカが提供 す る運用支援 ツールやユーザが独 自に組み込む運用 に関わ る処理であ る。 したが

って、F手 順 を利用す る システ ムで は、運用管理、セキ ュ リテ ィ管理 、障害管理 はFTPと は

独立に コンピュー タシステムそれぞれの特性 に応 じて必要な機能 を実 装す る ことにな る。

⑤転送 制御情 報

転送 制御情 報 は、UAPお よびFTPに よ り登録、更新、参照、削除 され、 フ ァイル転 送に

お ける動 作を制御あ るいは管理す るために利用 され る。

⑥送信 ・受 信 フ ァイル

相手 システ ムにデータを送信す る時 に利用す るファイルを送信 フ ァイル と し、相手 システ ム

か らデー タを受信す る時に利用す るフ ァイルを受信 ファイル とす る。 また、送信 ・受信 フ ァイ

ル は起動 側、応答側 にそれぞれ設定 され る ものであり、 これを総称 して転送 ファイル とい う。

なお、本概説書において起動側 とは転送要求を発行す る側 と し、応答側 とは転送要求を受 け

る側 とす る。
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2.3.2機 能構成

F手 順におけるFTPは 、INTAPのFTAM実 装規約で規定 され るサ ー ビスプ リミテ ィブ

を利用 して、他 システムとの間でOSI/FTAMの プ ロ トコルによるファイル転送を行 うため

の ファイル転送管理 と制御機能を実現す る。

F手 順の構 成機能 を図2-2に 示すが、本手順 にお けるユーザイ ンタフェー スは、FTPが 規定

す る転送制御情報にUAPが アクセ スす る場合 にお けるイ ンタフェースを標準化 し規定す るとと

もに、UAPがFTPに 対 して動作を要求す る場合 において必要 になるイ ンタフェー スを標準化

し規定する ものであ る。

F

手

順

UAP
ユーザ業務処理(フ ァイル転送業務)

FTPアク

(FA

①要求発行 ②結果取得

A

③転送制御情報

A

インタフェース インタフェース

u

アクセスインタフェース

、 '

FTP

転送管理 運用管理 セキュリティ管 理 障害管理 転送制御情報

'

④FTAM

、

FTAM

アクセスインタフェ

サービスプリミティブ

インタフrス
w

FTAM

(INTAPの 実装規約準拠)

FTPア クセスインタフェース

OSI上 位層共通機能

① 要 求 発 行 イ ン タ フ ェ ー ス

UAPがFTPに 対 し て 各 種 要 求 を 発 行 す る 際 の イ ン タ フ ェ ー ス を 規 定 す る も の で あ る 。

② 結 果 取 得 イ ン タ フ ェ ー ス

UAPがFTPよ り 結 果 を 取 得 す る 際 の イ ン タ フ ェ ー ス を 規 定 す る も の で あ る 。

③ 転 送 制 御 情 報 ア ク セ ス イ ン タ フ ェ ー ス

転 送 制 御 情 報 が 持 つ 各 種 運 用 情 報 へ の 登 録 、 更 新 、 削 除 、 参 照 を 規 定 す る も の で あ る 。

④FTAMサ ー ビ ス プ リ ミ テ ィ ブ イ ン タ フ ェ ー ス

FTAMに 従 っ た サ ー ビ ス プ『リ ミ テ ィ ブ に よ り 、FTPとFTAMと の イ ン タ フ ェ ー ス 通 信 規

約 を 規 定 す る も の で あ る 。

図2-2F手 順 の 構成 機 能
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ご

ー

UAP

〈運用管理〉

( 送信時の自動取上げ

受動時のジョブ起動

転送終了後の

ファイル処理連動

( 端末からの制御 )
プ ライ オ リテ ィ制 御 )

サイクル管理

処理履歴

管 理

〈セ キ ュ リテ ィ〉

セ キ ュ リテ ィロ グ

〈障害管理〉

障害状態問合せ
'障 害 処 理 ・

㈱ 再響

FAI

FTP

〈転送管理〉

　 一 一

羅(要瓢 襟剰 灘

マルチ・・イル転送)

代表名によ… イル読出し)

ゼ・件デー・転送)

)データ転送の強制中断

〈運用管理〉

i灘 三:薫套戴 正i…i…iiii

)

)

サイクル管理

転送許可時間

送信・受信・・〃・状況⇒

転送状況問い合わせ

〈セ キ ュ リテ ィ〉

吏…勲 側 識 別 …、,

灘…iliiiiiiiiiii
iiiiiiし応 答 側 識 別 灘i雛 …

起動者の認証

アクセス制御

〈障害管理〉

エ

転送制御情報
溺.溺 鰯 瀦 ・

図2-3F手 順の機能構造

FTAM

FTAM

ア クセ ス

'フ
ァイル 送 受 信'鍵

注)魎 はどのようなF手

順 パ ッケー ジで もサ ポ ー ト

され る。



2.4基 本 シーケ ンス

2.4.1概 要

(1)転 送形態

F手 順 によ るフ ァイル転送は、転送形態 と して起動側送信 ・応答側受信、起動側受信 ・応答

側送信の形態が ある。

①起動側送信 ・応答側受信

起動側

閨11
送 信
ファイル

②起動側受信 ・応答側送信

起動側

閨甘口
信

フ ァイル

転送要求一

転送要求一

応答側

応答側

冊 ⇒日
送 信
フ ァイル

② 基本 シーケ ンス

F手 順 によ って ファイル転送を行 う場合、UAPか らFAIを 通 じてFTPに 転送要求をす

る。転送要求を行 う場合 、転送の前準備 と して転送 制御情報 を設定す る必要が あ り、場合 によ

っては、転送 フ ァイルの準備状況 を通知あ るい は問い合わせ を行 う。 また、送信 フ ァイル にデ

ータを格納 した り、受信 ファイルの準備を事前 に行 う。転送 の状 況 は、必要 に応 じてUAPか

ら問い合 わせ を行 うことがで きる。転送終了後 、その転送結 果がFTPか らUAPへ 通知 され

るので、UAPで はその結果によ り種 々の処理を行 うことがで きる。

図2-4に 代表的 な基本 シーケ ンスを示す。
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ー

】
ω
ー

代表的な基本 シーケンス

起動側 応答側

転 送 制 御 情 報 転 送 制 御 情 報

UAP

↑

FTP↓ FTAM FTAM

↑

↓FTP UAP

1.転送制御情報の設定 相手先情報 相手先情報 1.転送制御情報の設定

相手先情報 ,フ ァイル情 報 フ ァイル情 報 ・ 相手先情報
ファイル情報 転送要求情報等 転送要求情報等 ファイル情報

転送要求情報 等 の設定 ・転送許可時間 の設定 ・転送許可時間 転送要求情報 等
・起動側識別子 ・起動側識別子

2.転送 ファイルの準 備 ・応答側識別子 ・応答側識別子 2転送ファイルの準備

送信ファイルのデータ格納 ・パ スワー ド 等 ・パ ス ワー ド 等 送信フ ァイルのデー タ格納

ファイル情報の更新 ・転送 状態 リセ ッ ト

、

転送 状態 リセ ッ ト ・ ファイル情報の更新

(必要に応じて) (必要に応じて)
一

3.転送 ファイル状 況確認 ←+一 一→→ 自己側 フ ァイ ル準 備通知 ・ 、
』自己側 フ ァイ ル準備通知 ・ ・3.転送 ファイ ル状況確認

転送ファイル状況問合せ 相手先ファイル準備問合せ FT姻 ブllミティブ Fr雄 ブ叩ミティブ 相手先ファイル準備問合せ 転送ファイル状況問合せ

転送 ファイル状況通知 F-INITIALIZE

シ

F-IMTIALIZE 転送ファイル状況通知

4.フ ァイル転送(開 始) F-TE田INATE等 F-TERHIMTE等 4.フ ァイル転送(開 始)

転送開始要求(送 信,受 信) ,ファイル転送基本機能 転送開始要求(送 信,受 信)

マルチファイル転送` 〉` ` ファイル転送基本機能

ゼロ件データ転送 口川プリミティブ Fr日 別 ミティプ マルチ フ ァイ ル転送

データ転送の強制中断 F-INITIALIZE F-INITI肌IZE ゼロ件データ転送

セキ ュ リテ ィ F-SELECT/F㊨PEW F-SELECT/F-OPEN データ転送の強制中断

二重交換防止 F－冊ITE/READ F－冊iTE/READ セキ ュ リテ ィ

転送許可時間チェック F-DATA F-DATA 二重交換防止

転送開始取得・ 転送開始通知(フ ァイル毎)等 ・ ・ 転送許可時間チェック

F-CLOSE/ F弍LOSE/ 転送開始通知(フ ァイル毎) ・ 転送開始取得

(必要に応 じて) F-DESELE㏄ F-DESELE㏄

5.転送状況問 合せ ・ 状態通知 F-E姐INATE等 F-E朋IMTE等 (必要に応 じて)

自己側転送状況問合せ 状態通知 5.転送状況問合せ

自己側転送状況問合せ

6フ ァイル転送(終 了) 6.フ ァイル転送(終 了)

・転送 終了 通知(フ ァイル毎) ・ 転送終了取得転送終了取得・ 転送 終了通知(フ ァイル毎)・・

τ転送終了後処理 7.転送終了後処理

処理履歴 処理履歴
ジ ョブ連動 ジョブ連動

フ ァイル処理 フ ァイル処理 ・

(受信ファイルのデータ処理)等 (受信 フ ァイルのデー タ処理)等

転 送 フ ァ イ ル(送 信 フ ァイ ル,受 信 フ ァ イ ル) 転 送 フ ァイ ル(送 信 フ ァイ ル,受 信 フ ァ イル)

図2-4代 表的 な基本 シーケ ンス



2.5FTAM実 装規約 との関係

2.5.1デ ー タフォーマ ッ トの識別

F手 順で は、 ファイル転送 時に付加情報 として転送 フ ァイルの内容を通知す ることが可能 とな

る(オ プシ ョン機能)。 フ ァイルの内容 はrオ ブ ジェク ト識別子』を用 いて広 く標準的にユニ ー

クに識別す ることがで きる。た とえば、 「全 国 ××協会」 の取 り決め によるデータフ ォーマ ッ ト

を識別対象(こ れを、オブ ジェク トと呼ぶ)と して登録 し、 この とき付与 され る識別子を用 いれ

ばよい。

これを実現す るために、FTAM実 装規約で定義 されたINTAP-1ド キュメ ン ト型 と呼ばれ

るフ ァイル構造 とデータ形式 とを もつ フ ァイルの属性パ ラメ タを拡張 し、転送 フ ァイルの 内容を

表示可能なパ ラメタを持つ新 たな ドキ ュメ ン ト型(JOUG-1)を 定義 す る。

INTAP-1そ の もの とINTAP-1を ベ ースに したJOUG-1と の違 いは、 ファイル内容を

示すパ ラメタの有無だけであ る。 このパ ラメタは、FTAMプ ロ トコルによ って フ ァイルオープ

ン時のパ ラメタ(ド キ ュメ ン ト型のパ ラメタ)と して転送 され る。

2.5.2コ ー ド体系

(1)文 字 コー ド

①F手 順 コ ン トロールデータ

ファイル名 などのF手 順の コ ン トロール に関わ る文字列のデ ータ交換 時の文字セ ッ トと文字

コー ドは標準化 され、変換等の処理 はF手 順がサポー トす る。 したが って、ユ ーザは通常文字

コー ドの違 いを考慮 しな くてよい。

② ユーザデー タ

F手 順では、ユーザデ ータを単 なる ビッ ト列 と して扱 う。 したが って、データ交換を行 う当

事者間で文字 コー ドが異 なる場合 は、ユーザの責任で適切 な文字 コー ドの変換を行わな ければ

な らない。

なお、EDI用 の トラ ンス レータ(パ ッケー ジ)に は、文 字 コー ドの変換機能を含む ものが

あ るので、 これを使 うことで文字 コー ドの問題 を解決す ることがで きる。

② データコー ド

F手 順で は、FAI(FTPア クセ スイ ンタフェース)に お いて、 コマ ン ドコー ドやエラー

コー ドなどの数種類のデータ コー ドが使われ る。

これ らのデータ コー ドでは、標準化 され る もの とされ ない ものがあ る。た とえば、エ ラー コ

ー ドでは、標 準化 されたエ ラーにつ いては統一 されたエ ラーコー ドが設定 され る。 しか しなが

ら、F手 順パ ッケー ジの ローカルな処理 の時のエ ラー コー ドなどにつ いて は、パ ッケー ジの構

造上エ ラーの標準化 はで きないので、 ローカルなエ ラー コー ドが設定 され る(F手 順パ ッケー

ジの内部構造 にっいては標準化 されない)。
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一
2.5.3相 手先(フ ァイル)の 識別 と認証

(1)起 動側識別 と応答側識別

F手 順では、起動側識別子 ・応答側識別子を用いて相手先の確認を行 う機能が ある。 グロー

バルなネ ッ トワー クにおいて、通信者を一意 に特定できる記号を設 け、その記号 で起動側 を表

したのが起動側識別子 であ り、応答側を表 したのが応答側識別子である。 この識別子 と して、

通常企業単位にユニー クな コー ド(番 号)を 割 り当て る。 したが って、業務の相手先を表すの

であれば、働 日本情 報処理開発協会 産業情 報化推進セ ンターの標準企業 コー ドなどを使 うこ

とがで きる。

応答側 が起動側か ら転送 されて くる起動側識別子によ って起動側を特定す るのが起動側識 別

であ り、起動側が応答側 か ら転送 されて くる応答側識別子 によって応答者を特定 す るのが応答

側識別であ る。

応答側お よび起動側 と もに、特定 した相手先が 自身の転送管理情報上 に定義(登 録)さ れて

いなければ、転送を不可 にす る ことがで きる。 これによって、オープンなネ ッ トワー ク上 で一

種の閉域接続網 を実現で き る。

② 起動側 の認証 とア クセス制御

起動側識別子 と応答側 識別子 は、一般的には公開情報 なので、偽 りの識別子 を設定 した シス

テムを用いて不 正な転送 を試み ようとす る不心得者 もいないとは言えない。 これを防止す るた

めに起動側パ スワー ドとフ ァイルア クセスパス ワー ドを用 いる ことがで きる。

①起動側パ スワー ド

起動側パ スワー ドは、一つ の起動側識別子に一つ付 けることので きるパ スワー ドで、応答

側で起動側識別子 とい っ しょにチ ェックされ る。 これで、偽 りの起動側識別子 をチ ェックア

ウ トす ることが可能 にな る。

② フ ァイルア クセスパ スワー ド

ファイルア クセ スパ スワー ドは、一つの ファイルに一つ付 けることので きるパ スワー ドで、

最初 のフ ァイル アクセ スの時 にチェックされ る。 この ことによ って、フ ァイル名の間違 いや

不正ア クセ スを防止す る。
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2.5.4フ ァイル名

ファイル転送を行 う場合、起動側 は 目的 とす る応答側の フ ァイル名を指定す る必要があ る。応

答側では、指定 された ファイルをその起動側 に使用 させ てよいか否 かをチ ェ ックす る。

本手順 におけるファイル名は フ ァイルIDと サ イクルIDか ら構成 され る16桁 であ り、以下

の形式か らなる。

最大12桁

フ

ァ

イ

ル

名

フ ァイルID

十

/・""4桁 一・一一….,

サイ クルID

口 ユーザは、最大12桁 まで使え るが、空

白を指定す る ことはで きない。尚、11

桁以 内の指定 を した場合 には、F手 順
パ ッケー ジが空 白を後 に追加 し、12桁

と して処理す る。

サイクルIDは 、フ ァイルのサイ クル管理 に用 い られる ものであ り、UAPに よ って設定、管

理を行 う。転送 ファイルがサイ クル管理を行 う場合、サイクルIDに は4桁 の10進 数を設定す

る。サイクル管理を行 わない場 合、サイ クルIDに は4文 字の空 白を設定す る。

応答側の送信 ファイルがサイ クル管理 されて いる場合、代表名 によるフ ァイル読 出 しを行 うこ

とができる。

2.5.5送 信 ・受信 ファイル状況確認

フ ァイルの準備状況や蓄積状況の通知 あるいは問い合わせをす る場合 は、通知や問 い合わせ情

報を特定 の ファイル に格納 し、 この フ ァイルを転送す ることによ って実現す る。

尚、 この場合 も通常の ファイル転送 と同様 のセキ ュリテ ィ機能(識 別子 やパ スワー ドによる確

認等)を 使 用す る。
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第3章F手 順 の 機 能

3.1FTAM基 本 機 能

F手 順 は、OSI環 境 に お け る情 報 処 理 シス テ ム間 相 互 で フ ァイル 転 送 、 ア クセ スお よび 管

理 を 行 うた め のFTAM(FileTransfer,AccessandManagement)実 装 規 約 に準 拠 したFT

AM機 能 を利 用 す る。

F手 順 のFTAM実 装 規 約 は、INTAP(働 情 報 処 理 相 互運 用 技 術 協 会)のFTAM実 装

規約 に準 拠 す る もので あ る。詳 細 な規 約 にっ い て は、 プ ロ トコル実 装 仕 様 を 参 照 され た い。

3.1.1使 用 す るFTAMサ ー ビス プ リ ミテ ィ ブ

FTAMの サ ー ビスの うち、 利 用 す るサ ー ビス プ リ ミテ ィ ブの一 覧 を表3-1に 示 す。

表3-1サ ー ビスプ リ ミテ ィ ブ一 覧

分 類 プ リミテ ィブ名 概 要

ア ソ シエ ー シ ョンの F-INITIALIZE フ ァイル サ ー ビス用 ア ソ シエ ー シ ョ ンの確 立

確立 ・解放 F-TERMINATE フ ァイ ルサ ー ビス用 ア ソ シエ ー シ ョ ンの 通常 解 放

F-U-ABORT FTAM利 用者 よるアソシエー ションの強制解放

F-P-ABORT サー ビス提供者 によるアソシエーシ ョンの強制解放

フ ァイ ルの F-SELECT ファイルの選択

選択 ・解放 F-DESELECT フ ァイルの解 放

フ ァイ ル の F-OPEN フ ァイ ル の オ ー プ ン

オ ー プ ン ・ ク ロ ー ズ F-CLOSE フ ァイ ル の ク ロー ズ

フ ァイ ル の F-READ オ ープ ンされてい るファイル に対す る読 み出 し動作の開

データ転送 始の指示

F-WRITE オープ ンされて いるファイルに対す る書 き込 み動作の開

始の指示

F-DATA データの転送

F-DATA-END データ転送完了の指示

F-TRANSFER-END 転送完了の確認

F-CANCEL 読出 し/書 込み動作の取消 し

グループ化 F-BEGIN-GROUP サー ビスプ リミテ ィブ連結開始 の宣言

F-END-GROUP サー ビスプ リミテ ィブ連結終了の宣言
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3.L2使 用す るFTAM基 本機能

(1)デ ータの圧縮伝送(オ プ ション機能)

ア ソシエーシ ョン単位 にデータを圧縮 して伝送す るか否かを選択で きる。

この機能 は、同一文字列が、連続 してい るよ うな情報を転送す る場合 に、有効である。

尚、圧縮方式 は、FTAMの データ圧縮方式(INTAP-1で の圧縮)に 従 う。

② データのブロ ッキ ング伝送

送信 ファイルか ら入力 した複 数のデータ(例 えば、 レコー ドなど)を ブロ ッキ ング し

て伝送す ることが できる。 これによ り、効率の良い伝送が可 能 となる。

ブロ ッキ ングは、FTAMの 基本機能 に従 って行 う。
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3.2転 送管理機能

3.2.1フ ァイル転送基本機能

F手 順では、以下 の ファイル転 送を行 うことがで きる。

① 起動側の転送要 求で ファイルを送信す る(起 動側送信 一応答側受信)。

② 起動側の転送要 求で ファイルを受信す る(起 動側受信 一応答側送信)。

また、①,② を組 み合わせ、起動側が一回の転送要求 で複数の フ ァイル転送を行 うこと

が で きる(こ の機能 が使用で きるか否かは、F手 順パ ッケー ジによ り異な る)。

基本的 なファイル転送の流れを図3-1に 示す。

起 動 側 応 答 側

要求

ア ソシエー ション確 立

UAP

転送要求

FTP

転送匪

＼

転'

メ

始

＼

FTP

アソ シエー ション確 立 通 知

UAP

放通知

●

ア ソシエー ション確 立 通知 (1一

ファイル選 択/オ ープ ン

(

転送開始通知

●

転送開始通知

(

デ ー タ転 送

司

転送終了通知

)

転送終了通知
終了要求

ファイル クローズ/解 放

＼

(●

アソ シエー ション解 放

司

ア ソシエー ション解 放 通 知

)

ア ソ シエー ション解

(一

鴫 )

/ ＼
/ ＼

転送制御
情報 )

転 送
ファイル

)

転 送

フ ァイル

)

転送制御
情報

図3-1フ ァイル転送基本機能
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3.2.2マ ル チ フ ァイル 転送

転送相手先 に対 して1回 の転送要求で複数 のフ ァイル転送を可能 とす る。

転送データはファイル単位 にフ ァイル選択/オ ープ ンとフ ァイル クローズ/解 放の処理を行

うが、相手先 との接続 は確保 したまま とな る。 なお、転送要求時の正 当性確認 については、個

々のフ ァイル単位に ファイル選択/フ ァイルオープ ンの前 に行 う。

送 信 フ ァイ ル

マ ル チ フ ァイル

1乃 イル11

1フ ・イ ル21

巨 ・イル31

起動側

ユ ー ザ ー業 務

一

・FTP

受 信 フ ァイ ル

マ ル チ フ ァイル

フ ァイ ル1

フ ァイ ル2

①転送要求

フ ァイ ル3

UAP

応答側

③ファイル転 送(ファイル1)

⑤ ファイル 転送(ファイル2)
P

-
,
,'

T

－

F

ユ ー ザ ー業 務

②ファイル1の 転送開始処理

④ ファイル2の 転送開始処理

フ ァイル 情 報 、

一
」`
■,

フ ァ イ ル1
,1

1'

フ ァイ ル2

フ ァイ ル3

ヨ ・ ・イ ル11
、

、'iフ ・ イ ル21
、

、

フ ァイル3

フ ァイ ル 情 報v
㊦

フ ァイ ル1

フ ァイ ル2

フ ァイ ル3

:・、
、 ＼

、

、

、

一一 フ ァ イ ル1

フ ァ イ ル2

フ ァ イ ル3

転送制御情報 転送制御情報

注)マ ル チ フ ァ イ ル の 転 送 中 に エ ラ ー が 発 生 し た 場 合 は 、 該 当 フ ァ イ ル 以 降 の 転 送 は 中 断 と な る 。

な お 、 エ ラ ー 発 生 前 の 転 送 済 フ ァ イ ル(正 常 終 了 分)に つ い て は フ ァ イ ル 成 立 と す る 。

図3-2 マルチ フ ァイル転送
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なお、マルチ フ ァイルの転送処理は次の手順 とな る。

(起動側)

ア ソ シ エ ー シ ョ ン確 立

(応答側)

フ ァ イル ー1

選 択/オ ープ ン

転送開始

転送終了

フ ァイ ル ー1

ク ロ ー ズ/解 放

フ ァイ ル ー2

選 択/オ ー プ ン

転送開始

フ ァイル ー2

ク ロ ー ズ/解 放

転送終了

ア ソ シ エ ー シ ョ ン解 放 ア ソ シエ ー シ ョ ン解 放

図3-3 マルチフ ァイル転送処理手順
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また、マルチ フ ァイルの場合 、転送処理 中に障害が発生 しフ ァイル転送が中断 となった

時、障害が発生 した該当フ ァイルの先頭 か ら再送す ることも可能 となる。

下記事例の場合で は、 ファイル1に ついてはフ ァイル成立 とみ なす。 したが って、通常

はフ ァイル2よ り再送を行 う。尚、ユーザ業 務処理 によ り強制的 にフ ァイル1の 状態を リ

セ ッ トす ることによ りファイル1か らの再送 も可能であ る。

転 送 デ ー タ

%
,%

脇
中 断

フ ァイル

一 一 正常終了

の先頭より再送

マ ル チ フ ァイ ル

図3-4マ ル チフ ァイル転送 における再送処理
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3.2.3代 表 名 によ る フ ァイル 読 出 し

サ イクル管理を使用 している時 は、代表名によるフ ァイル読 み出 しが使用で きる。 サイ クル

管理使用時は ファイル名 のフ ァイルIDと サイ クルIDを 指定 しなければな らない。応答側 の

ファイル群が らフ ァイル名の フ ァイルIDと サイ クルIDと して4ケ タの*を 指定 す ることに

よ り任意のサイ クルIDが 指定 され たファイル と見な し、未送信 ファイルの内1っ を選択す る

機能が代表名による ファイル読 み出 し機能である。未送信 フ ァイルが複数あ る場合 には、サイ

クルIDの1番 小 さい ファイルが対象 となる。

起動側 応答側

UAP

r壕 。。イル名指定 』1 FTP FTP

転送要求 転送開始要求
フ ァイルID:A 一 　 ≡ 一 ー ー ー 一'.

サイ クルID:0002

r代 表ファイル名指定 』

転送要求 転送開始要求
フ ァイルID:A . ● 丁

サイ クルID:****

データ転送

1

A A

↓
1

○ 受信フ・イル
,○O
L」 ρ

ファイルIDAAA
サイクルIDOOO100020003

＼ ノ )))

(転 送済)(未 転送)(未 転送)

↓

(転 送済)

転 送 フ ァイ ル

図3-5代 表名 によるフ ァイル読 出 し
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3.2.4ゼ ロ件 デ ー タ転 送

転送 フ ァイルの中にはゼ ロ件のデ ータのフ ァイル も存在す る。 この時、本手順で はゼ ロ件の

データは正常転送 とす る。 なお、送信側 の指定 によってエ ラー とす る こと も可能で ある。

この機能 は送信す るデータが ない ことを受信側 に通知す る時に使用すればよい。 なお、送信

側 で転送 データが準備で きて いない時、受信側 の受信要求 に対 してエラーを通知す ればよい。

送 信 フ ァイ ル

フ ァ イル ④

デー・ ④ 一1}

データ ⑥ なし

デ ー タ ◎-51…

〔データ無 しで も通 知〕

転送制御情報 応 答 側

( 相手先企業 ④

n件 データ転送

相手先企業 ◎

一1相 手先企業 ④

も通知〕・1 相手先企業 ◎1 / .1・ 件デー・転送1

■ 一.・ ・

・,,一 一

連続処理

(正常)

・1相 手先企業 ㊥1
〉

、/ ・i |
L

②転送情報

起動側

ユ ーザ 業 務

UAP
①転送要求 'FTP 口口

図3-6ゼ ロ件 デ ー タ転 送
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3.2.5デ ー タ転 送 の強 制 中断

データ転送中にUAPで 転送を中断 しなければな らない事象 を検出す ると、UAPはFTP

にデータ転送の強制 中断を依頼す る ことがで きる。 データ転送 の強制中断は、起動側 で も応答

側 で も同様 に行 うことが で きる。

データ転送を強制中断すべ き事象 の例を示す。

・システ ムの停止 時刻にな ったが 、データ転送が完了 しない。

・誤 ったデ ータを転送 してい ることに気づいた。

・間違 った相手 にデー タを転送 していることに気づ いた。

なお、 中断以前に転送済みの ファイルは、 ファイル成立 とす る。

起動側 応答側

UAP

強制中断すべき事象が発生

FTP

顧

転送開始要求

②データ転送

強制中断要求

FTP

異 兀

UAP

圖 フ ア ル

図3-7デ ータ転送 の強制中断

フ ア ル⑳
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3.3運 用 管理 機 能

3.3.1サ イ クル管 理

転送データの中には同 じデー タの種類(例 えば 「受注 データ」)の ものにっいて、1日 数回

に分 けて ファイル転送す る ものがあ る。 この時、送信側で 「サ イ クルID」 を該 当転送データ

の ファイル名に設定 して、かつユニー ク性を確保 して ファイル転送すれば、送信側 と受信側で

相互 に同 じデータ種類につ いての分 類 と管理が可能 とな る。

なお、ユーザ業務UAPで サイ クル管理 し、サイ クルIDを 設定す る。受信側 では同 じフ ァ

イルIDの もの に関 して 「サ イ クルID」 でデー タの順序性 をチ ェックす る ことが可能 とな

る。 またサイ クル管理を行 って いる場合 には、 「代表名によ るフ ァイル読出 し」機能が使用で

き る。

ユ ー ザ フ ァ イ ル

相手先企業④ 送信時間

1データ③ 一…11g…

1データ④ 一〇〇〇21g・30

デー タ③ 一〇〇〇310:10

チー タ③ 一〇〇〇410:50

デー タ③ 一〇〇〇11:00

レ
〕

ノ
D

イ

ー
'

アブ〔

〔サイクルID〕

送 信 フ ァイル

相手先企業④

データ◎-0001

デー タ③ 一〇〇〇2

デー タ④ 一〇〇〇

データ③ 一

データ◎-000

〔ファイルID〕

相手先企

〔サイクルID〕

デ ータ⑥ 一〇〇〇1

〔ファイルID

〔サイクルID〕

③データ設定

ユ ー ザ業務

② フ ァイル 作成

起動側

受 信 フ ァイ ル

〔ファイルID〕

〔サイクルID〕

UAP

－・相手 先企 業 ご との

フ ァイルサ イ クル管 理

①サイクル管理

FTP

④ フ ァイル転 送

応答側

FTP

期 日管 理 フ ァイ ル 嚇
E・ イル情報1

魎
1・・イル情剖

転送制御情報 転送制御情報

図3-8サ イクル管理
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3.3.2二 重 交 換 防 止

二重交換 とは、転送済の ファイルを再度 フ ァイル転送す ることで ある。二重交換 は原則的 に禁

止事項であ り、 これを防止 す るために転送制御情報にあるフ ァイル情報 の内容 よ り、 フ ァイル単

位に転送処理をチ ェ ックす ることが可能で あ り、 これ によ り二重交換 を防止す ることが で きる。

なお、対象 とな るフ ァイル は、サイ クル管理 の有無 にかかわ らず全ての ファイルであ るが、必要

に応 じて二重交換許可 を フ ァイル単位に指定す ることがで きる。 また、状況確認で使 用す るフ ァ

イル はチ ェック対象外 とす る。

(1)起 動側 での二重交 換防止チ ェック

ファイル転送の開始 時に、起動側の転送制御情報の内容 によ りファイル単位にチ ェ ックす る。

起 動 側 応 答 側

フ ァ イル 情 報

前回転送状況等口 司一… 一ー一一二 重 交 換 防 止 チ ェ ッ ク

転送制御情報

図3-9起 動側 での二重交換 防止 チ ェック
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(2)応 答側 での二重交換防止 チェ ック

フ ァイル転送 の開始時 に、応答側の転送制御情報の 内容によ りフ ァイル単 位に二重交換のチ

ェックが され、す でに転送済で あれば ファイル転送 はできない。 これ により二重交換が防止 さ

れ る。

起 動 側 応 答 側

フ ァイ ル 情 報 司一一… … 二 重 交 換 防 止 チ ェ ック

転送制御情報

図3-10応 答側での二重交換 防止 チ ェック
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(3)二 重交換処 置

二重交換処置とは、業務上の理由により転送済となったファイルを再度転送できるようにす

ることである。やり方 としては、ファイル単位の二重交換許可オプション(送 信、受信の双方

で同一の指定をする)機 能を使 う方法と、手動処理(強 制二重交換処置)に より、転送前の状

態にし転送処理を行 う二つの方法がある。手動処理の時には、転送に先立ち応答側で も同様に

転送前の状態にする必要がある。

送 信 フ ァ イル 受 信 フ ァ イル

:置
L_

冒
①強制二重交換処置の依頼

1*

「

1

-

1

上
江

注1)二 重 交 換 処 置 を 行 う た め に は 、 ア ソ シ エ ー シ ョ ン 再 確 立 後 、 再 度 、

フ ァ イ ル の 選 択/オ ー プ ン 処 理 を 行 い フ ァ イ ル の 先 頭 か ら 転 送 す る 。

注2)*1:手 動 処 理 に よ り 運 用 す る 場 合 の み

図3-11二 重 交 換
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3.3.3転 送許可時間

相手先単位、 ファイル単位に転送時間帯を設定する ことがで き、 これ により時間外の不

正転送 あるいは不正 ア クセ スを防止す る。

なお、設定時間は24時 間を限度 と し、 フ ァイル転送要求の開始時刻で判定す る。また、

マルチ ファイルの転送許可時間 はフ ァイル単位にその転送開始時刻で判定す る。

(注)フ ァイル情報の転送許可時間帯 は相手先情報の転送許可時間帯の 中に設定 しなければ

な らない。

(1)起 動側 での転送許可時刻設定

転送制御情 報にある相手先情報 の 「開始 時刻」 と 「終了時刻 」によ り相手先単位、 フ ァイ

ル単位 に転送時間帯 を制御す ることが可能であ り、 これ によ り転送許可 時間を制御す る。

起 動 側

ユ ーザ 業 務

転送要求
) 一 一 一 一 、

、

UAP FTP

司
(結果)

、
、

:
1

▲

▼

、 ノ
＼!～'

[=====コ … 一'^"

相手先情報 開始時刻

一
終了時刻

[=====コ … 一一'≡‥

フ ァイ ル情 報 開始時刻

[======コ_一 一_..

終了時刻

転送制御情報

応 答 側

1(転 送許可時間帯)

1(転 送許可時間帯)

図3-12起 動側 での転送許可 時刻設定
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② 応答側での転送許可時刻設定と判定

転送 開始 時に、受信側の転送制御情報 にある相手先情 報 とファイル情報の 「開始 時刻」

と 「終了時刻」 によ り相手先単 位、 ファイル単位 に転送時間帯を制御す ることが可能 であ

り、 これ により時間外 の不正転送の受信 を防止す る。

起 動 側 応 答 側

転送制御情報

図3-13応 答側での転送許可時刻設定
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3.3.4送 信 、受 信 フ ァイル状 況 確 認

(1)受 信 フ ァイル 準 備状 況

事前に相手先 に受信 フ ァイル準備状況 を通知 あるいは問 い合わせ ることが で きる。

一 〔受信 フ ァイル準備状況の通知:〕

① データの受信準備がで きると準備 がで きた旨を相手先 に通知す る(通 知 は通知情

報 を格納 した 「転送状況通信 ファイル」 を転送す ることによ り行 う)。

②通知を受けた側 は、 この情 報を確認 して所定の時刻になる とデータを送信 す る。

一 〔受信 ファイル準備状況の問 い合わせ:〕

① データを送 信す る前 に相 手の受信 フ ァイルが 準備で きてい るか確 認す る(確 認

は、確認 したい情報 を転送状況通信 フ ァイルに格納 し、それを転送す ることによ

り行 う)。

②相手の受信 フ ァイルが準備 で きて いる ことが確認で きればデータを送信す る。

なお、データ転送 中の状況確認 の可/否 は、F手 順パ ッケージによ り異なる。

(a)受 信 ファイル準備状 況の通知

起 動 側 応 答 側

UAP

デ ータ格 納

③

通知

転送要求

FTP

②ファイル準備状況通知

(フ ァイ ル転 送)

転送開始要求

④データ転送

FTP

頼

UAP

①

況
信
ル

状

イ

送

ア

転
通
フ

送 信 フ ァイ ル 受 信 フ ァイ ル
況
信

ル

状

イ

送

ア

転
通
フ

図3-14受 信 フ ァイル準備状況の通知
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(b)受 信 フ ァイル準備状況の問い合わせ

起 動 側

UAP

問い合せ要①

FTP

データ

格納

"結果"の 取り込み要求

③

④

"結 果"

<一 〒 一 一ー一丁一一 一

転送要求
/

ファイル準備状況

問い合せ要求

(フ ァイ ル 転 送)

結果の取り込み要求

(フ ァイ ル 転送)

"結 果"

(フ ァイル転送)

転送開始要求

転送状況

通信

ファイル

⑤データ転送

(フ ァイ ル転 送)

応 答 側

FTP UAP

②"結 果"の 準 備 …'

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

送信

フ ァイル

、

、

、

、

、

、

受 信

フ ァイル

已
転送状況

通信
ファイル

図3-15受 信 フ ァイル準備状況の問い合わせ
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② 送信 ファイル蓄積状況

事前 に相手先 にフ ァイル蓄積 状況を通知 あ るいは問 い合わせ ることがで きる。

一 〔送信 フ ァイル蓄積状況の通知:〕

①デ ータを蓄積す るとデータ蓄積が で きた 旨を相手 に通知す る(通 知 は、通知情 報

を格納 した 「転送状況通信 ファイル」を転送す ることによ り行 う)。

②通知を受けた側 はデー タを受信 す る準備を整えデータを受信す る。

一 〔送信 ファイル蓄積状況の問い合 わせ(確 認):〕

① データを受信す る前 に相手がデ ータを蓄積 してい るか確 認す る(確 認 は、確認情

報 を格納 した 「転送状況通信 フ ァイル」 を転送す ることによ り行 う)。

②相手が データを蓄積 して いる ことが確認 で きればデ ータを受信す る。

(a)送 信 ファイル蓄積状況 の通知

起 動 側 応 答 側

UAP

②

通知

転送要求

FTP

ファイル蓄積状況通知

(フ ァイ ル転 送)

転送開始要求

③データ転送

FTP

依頼

、

UAP

①

データ

格納

況
信

ル

状

イ

送

ア

転
通
フ

受 信 フ ァイ ル 送 信 フ ァイル
況
信
ル

状

イ

送

ア

転
通
フ

図3-16送 信 フ ァイル蓄積状況の通知
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(b)送 信 ファイル蓄積状況の問 い合わせ

起 動 側

UAP

問い合せ要①

FTP

データ

格納

"結果"の 取 り込み要求

③

④

"結 果"

司 十 一 〒 一 一 ー一 一 〒 一 一ー 一

転送要求
/

ファイル蓄積状況

問い合せ要求

(フ ァイ ル 転 送)

結果の取り込み要求

(フ ァイ ル転 送)

"結 果"

(フ ァイル転送)

転送開始要求

転送状況

通信

ファイル

⑤データ転送

(フ ァイ ル 転送)

応 答 側

FTP

②"結 果"の 準 備 … 一

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、 、

、 、

、 、

、 、

、 、

1

受 信

ファイル

、

、

、

、

送 信

フ ァイル

已
転送状況

通信

ファイル

図3-17送 信 フ ァイル蓄積状況の問い合わせ
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3.3.5転 送 状 況 問 い合 わ せ

処理 の進み具合 の確認 は、以下の状況を確認す るために行 う。

一依頼 したサー ビスが確実 に進ん でいるか確認す る

一多量 データの処理 中に終了予定 時間を推定す る

一システム停止前 に実行 中のサ ー ビスを確認 し、停止で きるか どうか確認す る

一回線 ビジーで接続 で きない時、 いつ になった ら回線が空 くか推 定す る

処理の進 み具合 と してFTPで 情報 を採取す る。採取す る情報の例を以下に示す。

・相 手 先

・ファイル名

・開始 時間

・現在の状況(送 信 中/受 信中等)

UAPは 必要 な情報をFTPに 要 求 し、その結果を編集 して ユーザ に通知す る。なお、通知

す る情報 は機種 によって異 なる。

起 動 側 応 答 側

UAP

問い合わせ

結果

結果情報

知
求

通態
要

③
状

状態通知

σ

FTP

'

、

)

①転送開始要求

② データ転送

FTP

表示出力 転送制御

情 報
送 信 ファイル 受 信 ファイル

図3-18転 送状況 問い合わせ
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3.3.6処 理 履 歴 管 理 機 能

起動側 、応答側で、それぞれ転送結果をログ情報 としてFTPよ り受 け取 ることがで きる。

UAPは 、FTPか ら通知 され るログ情報を処理履歴 として タイムスタ ンプとともに記録 して、

後で編集処理す る ことによ り表示、 レポー ト出力等を行 うことがで きる。

〔ログ情報 の例〕

転送開始、終了時刻/転 送先、転送元/転 送 ファイルID/転 送結果/デ ータ量 等

起 動 側 応 答 側

UAP

① 転送要求

転送履歴

表示処理

転送履歴

印刷処理

⑤

FTP

xUi

④
ログ通知

②
転送開始要求

③
データ転送

印刷出力

履 歴

ファイル

FTP UAP

④
ログ通知

フ ァ イ ノ

注)応 答 側 も 同 様 に 転 送 結 果 ロ グ を 取 得 す る こ と が で き る 。

図3-19起 動側の転送結果 ログ取得 の例
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3.3.7送 信 時 の 自動 取 上 げ

業務 プログラムは、送信 ファイルの準備が完了す る 〔①〕 とその結果を スケ ジューラ(UA

P)に 通知をす る 〔②〕

スケジュー ラが、送信条件 を判断 し、FTPに 対 し転送要求を 自動発呼 して転送が開始 され

る。 これによ り、各 々のUAPは 直接FTPを 起動す ることな く、送信 フ ァイルを準備す るだ

けで よい ことになる。

なお、スケ ジューラに与える動作条件 の設定等 にっいては、別途条件設定 ツール等が必要 と

なる。

その他 、 自動 スケ ジュール処理等 は、利用者又 はF手 順パ ッケージによ り異 な る。

起 動 側 応 答 側

④
転送開始要求

FTP

UAP

③
転送要求

FTP

条件設定

ツールc

(送信条件)

(

管
理
情
報

ス ケ ジュー ラ

ー ●

⑤
データ転送

)

)
▲

②準備完了の通知

1

一

業務

プログラム

①

送
信

z

元
の
準
備

▼↓

送 信

ファイル
受 信

フ ァイル

図3-20送 信時の 自動取上 げ
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3.3.8受 信 時 の ジ ョブ連 動

受信完了時にFTPよ りファイル受信完了の イベ ン ト通知を受けたスケ ジューラ(UAP)

は、その フ ァイルの受 信後の ジョブを 自動起動す る。

なお、 スケ ジュー ラに与え るジョブ起動条件等 にっいては、別途条件設定 ツール等が必要 と

なる。

起 動 側 応 答 側

②
転送開始要求

lFTP

転送要求 ①
FTP

④

イベント通知

UAP

一 一 、

条件設定

ツール
'鐘 蘂

件)

③
データ転送

,

〆 、
管 理 情 報

/ノ 喝1

{

スケジューラ

1

⑤

業務プログラム

一

,'
/

'

一 ⇒

シ

(

r

(

送 信

フ ァイル
受信

フ ァイル

注)起 動 側 ・ 受 信 時 で も 同 様 の 仕 組 で 、 受 信 時 ジ ョ ブ を 連 動 で き る 。

図3-21応 答側での受信 時 ジョブ連動の例
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3.3.9転 送 終 了後 の フ ァイル 処理 連 動

ファイル転送完 了後、FTPよ り転送完了の通 知を受 けたスケ ジューラ(UAP)が 、転送

終了後の後処理を起動す る。

なお、 スケ ジューラに与 える後処 理起動条件の設定等 については、条件設定 ツール等が必要

となる。

起 動 側 応 答 側

②
転送開始要求

UAP

①
転送要求

FTP FTP

条件設定

ツール

(≧ 澤)

④結果通知

●

r、
管理情報

ノ
`一

へ
③
データ転送

)

1

1

スケジューラ

一

業務プログラム

⑤
≦ (

⑥

＼

((

▼

送 信

フ ァイル

受 信

ファイル

注)応 答 側 ・ 送 信 時 で も 同 様 の 仕 組 で 、 後 処 理 を 連 動 で き る 。

図3-22起 動側 ・送信時の後処理連動 の例
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3.3.10端 末 か らの 制 御(コ マ ン ド処 理)

送受信の指示をUAPあ るいは コンソールだけでな く 直接端末か らも指示で き るよ うにす

るためには、FAIを 利用 しUAPに コマ ン ドを処理す る機能を持たせ る ことが で きる。

起 動 側

UAP

制御

FTP

≧ ・

ファイル転送業務処理

コマ ン ド処 理

一
、

監視

画面入出力処理

'、

端末

L'

1＼

応 答 側

図3-23端 末か らの制御(コ マ ン ド処理)
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3.3.11プ ラ イ オ リ テ ィ 制 御

同一宛先 との間で複数 のサー ビスを実行 す る時、緊急を要す るサー ビスは転送待ち状態のサ

ー ビスを追 い越 して実行 できな ければ な らな い。 このためには、各サー ビス単位にプライオ リ

テ ィ付 けを して、通常のサー ビスは低 いプ ライオ リティで実行 し、緊急時のみ高いプライオ リ

テ ィを設定 で きるようにす る。 これ を転送 待 ちの プライオ リティ制御 とい う。本制御 によ りビ

ジー リ トライ待 ちや実行待 ちのサ ー ビスがあ って も、後か らプライオ リテ ィの高いサー ビスを

要求す れば先に実行す ることがで き る。

起 動 側 応 答 側

UAP

処理待ち

④一③一アー[垂]

新たにプライオリテ/1の 送信要.R.@が

発生す ると先頭の待ちキューに繋ぐ

(② を追越 し)

④ 一 ③ 一 ② 一 ①鋲 』巖)

FTP

○数字はプライオリティ(小さい程プライオリティが高い)

転送開始要求

デ ー タ転 送

FTP

②

送信 ファイル

①

送 信 ファイル

①

受 信 ファイノ

②

受 信 ファイル

図3-24転 送待 ちの プライオ リティ制御
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3.4セ キ ュ リ テ ィ

3.4.1起 動 側 識 別

フ ァイル転送開始時、起動側で は、起動者を識別す るための情報を起動側識別子 として設定

す る。 これによ り、応答側で は起動者が正 しい相手先であ るか ど うかを判定す ることがで きる

F手 順において起動側識別子 は、オ ブ ジェク ト識別子を使用す る。

起 動 側 応 答 側

転送開始要求

UAP

転送要求

FTP

↑

● 一・一一 ー 一

(起 動側識別子)
)

起動側識別子

を設定 し転送

転送制御

情 報

FTP

転送された
起動側の

↓ 禦 竺1テ

転送制御

情 報

図3-25起 動側識別子 による起動側識別
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3.4.2応 答 側 識 別

起動側 と応答側の間の通信路(相 手 との通信路)の 確立時、起動側 は、応答側が正 しい相手

先であ るかど うかを判 定す るために、応答側か ら送 られた応答側識別子を使用す る。F手 順 に

おいて応答側識別子は、オ ブジェク ト識別子を使用す る。

起 動 側

(転 送開始要求)

UAP

相手確認(

転送要求

FTP

●

(F-INITIALIZE要 求)

(

(F-INITIALIZE応 答)

(応 答 側 識 別 子)

▼ 転送 された

転送制御

情 報

応答側識別子

(事前認定情報)

をチェック

応 答 側

FTP

-

ー
ー

l

l

吋

一

一

一

一

転送制御

情 報

応答側識別子
を設定 し転送

図3-26応 答側識別子 による応答側識別

一44一



3.4.3起 動者 の認証(起 動者パ スワー ド)

起動側 と応 答側の間の通信路(相 手 との通信路)の 確立の時、応答側 は起動者が正 しい相手

先で あるか ど うか を判定す るために、起動側か ら送 られた起動者パ スワー ドを判定す ることに

よ り、正 しい起動者 であ るか どうか を認証す る。

応答側 において、起動 側識別子 と起動側識別子 に対応す る起動者パ スワー ドは、事前設定情

報であ る。

起 動 側 応 答 側

転送開始要求

UAP

認証結果 ←+

事前設定

(誓 ・引

転送要求

FTP

●

・一レ

(F.INITIALIZE要 求)

,

喝

(F-INITIALIZE応 答)

「

▼ ▲

転送制御

情 報

起動側識別子と

起動者パスワー ド

を設定 し転送

FTP

転送制御

情 報

事前設定情報の

起動側識別子 と

起動者パスワー ド

をチェック

図3-27起 動者パ スワー ドによる起動者の認証
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3.4.4ア クセ ス制 御(フ ァイ ル ア クセ スパ ス ワ ー ド)

ファイル転送 を始め るにあた って、起動側か ら目的 とす る応答側の フ ァイルを指定す る。

応答側では、指定 された ファイルを その起動側 に使用 させて よいか否かをチ ェックす る。 さ

らに、 ファイル選択およびオープ ン時 に、 アクセ ス動作(読 出 し、置換え等)が 許 され るか否

かを決定す る。 フ ァイルア クセスパ スワー ドは、 アクセ ス動 作毎に設定 され るパ スワー ドであ

り、フ ァイル選択お よびオープ ン時 に要求 した アクセ ス動 作 とパスワー ドが一致 して いるか否

かによ り、そのフ ァイルへのアクセ スを制御す る ものであ る。

F手 順では、フ ァイルア クセ スパ スワー ドを使用 して ファイルへの アクセス制御を行 う。

起 動 側

(転 送開始要求)

UAP

転送要求

FTP

「 ← 一 … 一 一'
)

フ ァイ ル 選 択/オ ー プ ン
一

@㌶ 灘,:酷1>

応 答 側

FTP

、
、

‡

転送制御

情 報

ア ク セ スパ ス ワ ー ド

(竃出鎧;鋤

図3-28ア ク セ ス制 御(フ ァイ ル ア ク セ スパ ス ワー ド)
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1

a45セ キ ュ リテ ィ ロ グ

F手 順 は部外者 による不当ア クセスを防止す るため、セ キ ュリティエ ラー ログを採取す るこ

と もで きる。 これ によ り同一相手(企 業)か ら規定回数以上 にセキ ュリテ ィエラーを検 出 した

場合 には、UAPの 監視機能 によ り処理を停止す る こともで きる。 なお、セキ ュリティチェ

ックは、応答 側だけでな く起動側でのチ ェック レスによる漏 洩を防止す るため、転送開始許可

時に もセキ ュ リテ ィ情報 を付加 し、起動側でセキ ュ リティを確認す る。

起 動 側 応 答 側

転送開始要求

(パスワー ド付)

UA,1

転送要求

、

FTP

●

FTP

-∵ 〈
、

'、

欝び_

UAP

記録
一

枠 一一

転送開始許可

(パスワー ド付)

∨
ー

l

l

-

1

ー

'

＼

ノ

、

一

監 視 機 能

(エ ラー 回数 を チ ェ ッ ク)
パ スワ∨ ド

く ノ'チ
ェ ッ ク ・

Y
OK

デ ー タ転 送

相 手 と

セ キ ュ リテ ィ

エ ラ ー の 回数

を記 録

セキュリティ

ログファイル
送 信 ファイル 受 信 フ ァイル

セキ ュ リテ ィ

ログ フ ァイル

相手

エ ラ ー回 数

図3-29セ キ ュ リテ ィログ
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3.5障 害 管 理

3.5.1フ ァイ ル成 立 管 理

F手 順 においては、 フ ァイル成立の信頼性 向上 のため、デー タ転送結果 の確認 タイ ミングを

ファイル クローズ終了のF-CLOSEプ リミテ ィブの時点 まで と し、 この時点で正常 に終了

した場合 ファイル成立 とす る。

〔正常の場合 〕

起 動 側 応 答 側
一 一 一

F F
(データ転送)

● F
'''"1

1

↑

F-TRANSFER

///∠〃
:

)

T T －END T← 一一
:

一・ 一・・◆
一 ・ ・

:

:

完了
●

P A A ↑
フ ァ イル の

クローズ/解 放

転送結果通知 M F-CLOSE
M

(

正常 終了)

ぐ

1

(フ ァイ ル 転 送

(

仁(。 。イル成立の

確認 タイ ミング)

( 、 ,

アソシエー ション 具TERMINATE
正常解放 一 一 一

転送状態正常

〔異常の場合 〕

起 動 側 応 答側

.

F

T

P

転送結果通知

－

F

T

(デ ー タ転 送)

F-TRANSFER
-END

－

F

T

≡ 一 一 一 一 「

…
↑
:

)

…
(

(デ ータ転送終了)

喝一 障害発生 一 一

←
F-CLOSE

.

A

"?

:

完 了

i
A

:
:

F

M

←

(ファイル転 送

異 常終了)

:

M

一

フ ァイ ル の

1

クローズ/解 放

噺

一

一

アソシエーション

異常解放
一

転送状態異常

図3-30フ ァイル成立管理
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3.5.2障 害 処 理

物理 回線 接続後の フ ァイル転送処理 中に回線障害あるいは機器障害等が発生す る要因 と して、

表3-2に 示す ものが あ る。 この時の再送処理 におけるF手 順の処理 につ いて示す。

起 動 側 応 答 側

物理回線接続時

FTP

F

T

A

M

F

T

A

M

FTP

司 ●

)司
■

「フ ァ イル転 送処 理 中 」

↓( )

図3-31障 害 状 態

表3-2フ ァイル転送処理 中の障害処理

発 生 時 点 起 動 側 で の 処 理 応 答 側 で の 処 理

1 ・ア ソ シエ ー シ ョン確 立 時

・異 常検 知

・ア ボー ト処 理

・異 常検 知

・ア ボー ト処 理

2

・フ ァイルの選択/

オー プ ン時

・(同 上) ・(同 上)

3 ・読 み出 し、デー タ転送中 ・(同 上) ・(同 上)

4

・フ ァイ ルの ク ロ ー ズ

/解 放 時

・(同 上) ・(同 上)

5 ・ア ソ シエ ー シ ョ ン解 放 時 ・転送正常終了 ・転送正常終了
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3.5.3再 送

(1)最 初 か ら再 送 処 理

転送デ ータの正常終了 あるい は異常終了 を問わず、最初か ら再度新 たにデー タを送信す る

ため には、送信側 と受信側の転送制御情報 の情報項 目を電話等 で相互 に確認 した結果で フ ァ

イル転送を再開す るもの とす る。

なお、送信側 の前回転送が 「異常終 了」 とな っていれば、通常 の場合には再送処理を行 う

ことにな る。また、前回転送が 「正常終 了」な らば、受信側か らの電話等による強制二重交

換処 置によ り転送制御情報にあ るフ ァイル情報の指定内容を元 に もど し、再度 ファイル転送

処 理 とす ることができる。 この場合 、前述の 「強制二重交換処置」を利用 して行 う。

F手 順 の 再 送 処 理 備 考

シ ン グル フ ァ イル 最初か らの再送処理

マ ル チ フ ァ イ ル

・転送中断 となった 当該 フ ァイ

ルの先頭 よ り再送処理

・ユ ーザ業務(UAP)の 判断

によ り左記 内容を選択す る。

・マルチ ファイルの処理機能 に

従 う。・マルチフ ァイルの最 初か らの

再送処理

(2)途 中か らの再送処理(オ プ シ ョン機能)

フ ァイル転送中に中断 となった場合、該 当フ ァイルにつ いての再送 は基本的 にFTAMの

回復及 び、再開機能を利用 して行 うもの とす る。
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(3)大 量 データの再送処理

F手 順において、再送処理 は基本的 にFTAMの 標準機能 を利用す るため、大量 データに

つ いては途 中か らの再送処理が重要 な要素 とな る。

このため大量 データにっ いて は、送信側のデ ータ作成時にマルチフ ァイル と して作成 し、

転送制御情報 を もとに、途中か らの再送を可能 とす ることが望 ま しい。

下記にマルチフ ァイルの途中か らの再送処理事例を示す。

送 信 フ ァイル

マルチ

ファイル

送信 データ
/

フ

イ
ノ

①
/

% 司

ノレ

②

フ
ア

イ
ノレ

③

エ ン ド

起動 側

転送

ユーザ業務 FTP

①転 送キャンセル要求
ドUAP

③再開始要求

中断

②
中断情報

受 信 フ ァ イ ル

マルチ

ファイル

再開

画

受信データ

フ
ァ
イ
ル
①

フ
ァ
イ

ル
②

}麟 時

フ ァイ ル情 報

フ
ァ
イ

ル
②

FTP

▼

フ

ァ
イ

ル
③

エ ン ド

応答側

②中断情報
ユーザ業務

④
再開始処理

UAP

フ ァイ ル情 報

転送制御情報 転送制御情報

図3-32大 量 データの再送処理
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(4)ビ ジー リ トラ イ

回線が塞が っていて ビジーにな る場 合、 オペ レータによる リ トライ操作作業 を極力少な く

す るため、UAPに おいて ビジー時の 自動 リ トライ機能を提供す る。 ビジー時の リ トライ方

法の事例 を以下 に示す。

(イ)指 定 時間間隔で指定回数分 リ トライす る

(ロ)指 定時間間隔で指定時刻 まで リ トライす る

(ハ)代 替回線で リ トライす る

起 動 側

UAP

転送要求

ビ ジー通 知

FTP

＼、 転 送 要 求

…

(4こ莞 呈§)
i

ビ ジー通 知

①転送開始要求
×

応 答 側

ビ ジー通 知

②転送開始要求

ビ ジ ー通 知

×

固 送 信 フ ァイル 受 信 フ ァイル

図3-33ビ ジー リ トラ イ
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3.5.4障 害状 態 問 い合 わ せ

障害発生時にユ ーザが障害の状態を検知で きるよ うに、回線障害等の障害発生情報を ログと

して採取 してお く。ユ ーザ はUAPの ユーテ ィ リティや画面表示 ツールで ログ内容 を編集 し、

障害状態を確認す る ことがで きる。

障害の状態 はFTPがUAPに イベ ン ト通知 で通知 し、障害 ログと してUAPで 蓄積す る。

UAPで はユ ーザか らの問い合わせ に対 し、表示、 レポー ト出力で きるユーティ リティを提供

す る。

起 動 側 応 答 側

UAP

障害情報

履 歴 印 刷
ユーティリティ

処 理

転送要求

FTP

V

「 一 一 ーー 一"

③障害通知

①転送開始要求

② データ転送

FTP

履歴情報 送信 ファイル 受 信 ファイル

㊥

注)応 答 側 も 同 様 に 障 害 ロ グ を 取 得 す る こ と が で き る 。

図3-34障 害状態問い合 わせ(起 動側 の事例)
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第4章F手ll頂 の 支 援 体 制

4.1ド キ ュメ ン ト体系

F手 順で は、利用者 に応 じた ドキ ュメ ン トを各種用意 し、 これを広 く公開す ることによ って、

F手 順の理解の促進 と円滑な製品化 を図ることと している。

rユ ーザ向け ドキ ュメ ン ト』

分類番号 ド キ ュ メ ン ト 名

F-UO1 フ ァイ ル転 送 用 手 順(F手 順)概 説 書(Ver.2.0)

F-UO2 フ ァイ ル 転 送 用手 順(F手 順)利 用 ガ イ ド(Ver.1.0)〈 発 行 予 定 〉

『開発者向け ドキュメ ン ト』

分類番号 ド キ ュ メ ン ト 名

F-MO1 F手 順 一ネ ッ トワー ク プ ロ トコル仕 様(Ver.1.0)

F-MO2 F手 順 一 フ ァイ ル転 送 仕 様(Ver.1.0)

F-MO3 F手 順 －FTPア クセ スイ ンタ フ ェー ス仕 様(Ver.1.0)

F-MO4 F手 順 一 コ ー ド一 覧(Ver.1.0)〈 発 行 予 定 〉

F-MO5 F手 順 一 プ ロ トコル 実 装 要 求 仕 様(Ver.1.0)

F-MO6 F手 順 一イ ンプ リメ ンテ ー シ ョ ンガ イ ド(Ver.1.0)〈 発行 予 定 〉
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]

4.2オ ブジェク トの登録

OSIで は、異な るシステム間での情 報 ・通信 を行 うた め、 メーカ等のネ ッ トワークアーキ

テ クチ ャで独 自に定義 されて いた端末識別やア ドレス、通信方式 やデータフ ォーマ ッ ト等 の識

別 について、 これ らを情報 オ ブジェク トまたは単にオブ ジェク トと呼び、体系的かっ一意 な識

別子の定義 ・付与 のル ール と国際 ・国家的 な登録 ・管理組 織を整備 してい る。

F手 順で は、利用者か らの接続相手間の相互認証機能要 求 に応え るための さまざまな機能を

用意 して いるが、 この 中で製品化 にあた り次の ものが登録 の対象 とな って いる。

登録対象 となる
概 要 登 録 者

オ ブ ジ ェ ク ト

デ 一 夕 フ オー マ F手 順で は、 どの様 な業界 フォーマ ッ トで も転送可能

であ り、 このためデータの中を参照せ ずに フ ォーマ ッ 団体または業界

ッ ト識別子 トを識別す る必 要があ る。

組 織 コ ー ド 企業や団体、政府機関や自治体などの相手先を一意に
識別す るため に必要。

一般企業等

*1

注)*1:組 織 コー ドは登 録 が 望 ま しい 。

以上の ような識別子 は、今後EDIの さまざまな通信処理 形態 に応 じた新 手川頁が開発 された

場合 に も共通 に広 く利用す ることがで きる。

オ ブジェク トの登録 ・管理機関 は、国内 レベルでの登録対象 につ いてISO系 がJIPDE

C〔 働 日本情報処理開発協会〕、CCITT系 がTTC〔 閲電信電話技術委員会〕の2っ のル

ー トがあ り、平成3年3月 か ら登録業務を開始 している。

現在 は、OSIの 機能標準(実 装規約)で 規定 される仕様 やオ ブジェク トが 当面の登録対 象

で あるが、今後 は上記のデー タフォーマ ッ ト識別子などユーザサイ ドで登録すべ きオブ ジェク

トにつ いて も登録の対象や範囲が明確化 され ることになろ う。

このよ うに、F手 順 では国際的な情報 ・通信のルールに したが ってEDIを 実現す る もので

あ り、また、 その ための国内 のオ ブ ジェク ト登録 ・管理体制 も整備 されている。

一55一





無 断 転 載

平成4年ig月 発行

発行所:財 団法人 日本情報 処理開発協会
産業情報化推進セ ンター

東京都港区芝公 園3丁 目5番8号

機 械 振 興 会 館 内
TEL:03-3432-9386

印刷所:株 式会社 正 文 社

東京都文京 区本郷3丁 目12番2号
TBL:03-3815-7271







議

玲
ぺ、亘ダ

翼

註
さ

　

讐
騨
腿
懸

㌔
∴

・
パ
㌧
緯

吋
パ

朗

魁

堕

㌦

、.㌶

　.
㌧

㌦

、

、

簾

襲

。

ド
さ

さ

]'㌘

竃

元

潔
16

・-
籔

運

蟹

、L
♀

い遼

、∵

凛

ぺ

び

　
シ

ナ

誌

慾

無

一

,、㌧
　

、

,

づ

セ

ベ

リ
メ

　

　
、

、

∵

・ち

r

∴

鮎

.万

べ一

・∴

　

ー

'
`

・

　

ヲ

、

　

,

、
・

　

㌧

7
ぐ

　
ト

タ

　

ぽ

う

　

　

ノ

を

　

る

　

へ

もや

∴

,.

・醸

㌧

ξ

口

、 、

㌍

♪

、

　

㌔
㌢

坤
.s

'

　

匂

.

:

ぢ
　

、

、

ξ

■
・　

　

}
}簿

:

雀

ベ
ジ

ノ

.

　

や

、　

■

丁

・

靹

↓

　

戎

い
レ

↓

z

　

ピ

'

烏

(

‥▽∵
婿

』
、

晦

.

Z

W

,

べ

ぬ

　
煽

ふ

、
津

・
ス

、

　・

、

パ

、

・

i

　

r
(

　
㌦
'
　

　

㌍
べ

　

'純

1

　

庁

　

パ

・

連

吟
∴

　

-

・

'

}

　

　

　

　

　

よ

♂

勾

.

へ

　

τ

　

ハ

ロ

　

れ

　

　

ら
・

　
　

メ

、

LT
蕊

、

・∴

凝

・鶉

、

　

　

、

モ

文

〉

　、ピ
㎏
ン
、

'、

.

て
㌦
・
:

、
㌧

鰍
　-

僅
(

　

ジ

　

.

ふ　

　

　

　

ぺ

　

ぴ
へ

　

　撃

　

S

箆

こ

　

コ

.

女

、

ぷ

㌧

ぎ

、

　

　

　

W

　

　

ロ

ぽ

ノ

カ

ト

ホ

エ
攣
、㌧
-

・窺

・

c

　
ご

　ヨご

ポ

ぷ

　
ズ

　

　

　

↓
噌

・
鑓

遅

　

ぱ

　

バ

ぐ

カ

ル

ノ

　
ミ

　

M

^
　、

↑

ち

～
　
ぺ

　
'U

　

　

イ

せ
　

　

　

　

て

シい

ア

　

　

　
ぜ

　
　

ぶ

シ

ト

　

ヌ

ピ

ゾ

ぴ

　

‡
4

べ

ρ
.

イ

　
爾

、・、
ヲ

　

る

　

　

呂

馬

、

'

、

k

　

勾

ス

袖

「

「

い

　

　

　

ぱ

ぷ

　

7

レ

・∵

ぷ

、
㌔

A

ぜ

・

㌍
套

評

　↓

　

{宕

ご

、

e

　
穴

㌢
㌔

、
㌧

　

㍍

　

の

し
　
ヘ
ベ

み

グ

　

.旨
、鷲

・
、冶

㌦

-

、
、

,

メ

ノ
咋

ぺ

　
ご灘

鱗
耀

～

F
`

】

)

灘
繍

灘
蟻

、輝

庶

㌔

功
、
・

轟

・
為

㌔

が

警

ζ

寸
、
.
f

訊
、

㌧

バ

㍍

　

パ

　

ロ

薄
4
篭

、
㌦

～

W

ア

'

明

瞭

　

…拝

・
込

み

～

㌧
∫

鞘
轡

罹

.

ノ

声

フ

婁
㍉

、
r

　

霧
嚢

鰹
運

べ

　

び

　

影

拍管

・覧

パ

彰

ぷ
み

簿

ソ
嬢

違
‡

ぷ

墨量
二

　

ス

　

ヒ

ネ

ム

淑

4

ヤ
輻

、

'

鷲

ぷ

パ
び

琴
ぷ

7
,

堤
織灘

薮

〕竃

}

い
時
曇

6

ぷ

冨

・

も

　

ア

シ

き
き

か

鰺

ユ
、ー

チ

ク

ク

　

な

ロ

鱒
滋 融

暴
三

品

廓
.

叉

'

　

　

〆
-
奮
t

>

泉

5
{

×

ト

ぬ

き

　
7

、

ぴ

　

　

声

◇

函
'

　

ぺ
こ

碗

タ

ザ

《ご

'
グ
ぷ

、

ピ

鋪
き

・

.
　
、

へ

輪
毒

ヴ

　

　㌫
5
薄

い
、

'

・

、

～

　

¥
尋

辱
,

、

、
・
　

-

　A

ぷ　

句

"

吟

、,

・
〔

、

,㌔

㌃

㌧

杏

禦
醗
辮

・
ピ

　
↑

訣
'
ぷ

三
↓

　
　

ア

、

"

'

.

白

　

`

り
、

・

　
《

　

'

、
　

㌔

㌫

↑

ぼ
・
寧

3

=

ふ

.

丁

☆

、

裡

g

戚

～

事

'

、

董

㎡
ぬ

　　

S

、
メ

.㌦
」

,
　

'

・互

L

Ψ
ぜさ

　

ら

●

る

'
●

　
、

麟
嵩
、違

　
越

　

ぷ

ぷ

　
　

　

よ
ユ

ぱ

メ

・口
㌔寮

、

'

惜

'

楓

8　
戊

　

　

軒
、

長

　

.
了工

楓

、
"

「
〆

K

璽汁'

り

ボ

▲

鞭

竜

◇

㎡

.

　

へ

'

〆

オ
'

↓　

ノ

　

^
む
、ち
野

趣
(

ヵ

　

繊
駕

、
∨

膓

　

　

　

'
、
三

パ

己

ぞ〆

'
ち
叉

パ

"
,

手
解

＼

'
も

㌧
パ

妻

、嚇、
、

、.

ぷ

●

か

い

せ

ン

、
昨
噺

〉

・

董
.㌧

　
パ

勤

摩

.っ-s　

さ
鋪

　

'

-
川
亙

蛍

壌
,
　
㌃
噛
♪

F

《

　

/

〉

,

'

ぷ

Z

　

　

"

㌦

)
ず
デ

　

㎏字
爵

吋

げ

ー

∀∵

三

バ
　

ヅ

,

　

{
　

/

ニ

鷲

加

う

　

ギ
㍉

、

匁

、

　

袖

　

〉

シ

ド

、謹

己

　

,
紅

渉

、

,

`

　

㌔

㌧

　

　ノ

'

㌔

　

3

三

戸

　

.
鐸

　

ゴ

'

3

、

、

、窟

之

-

、
♂

,
∂

)

、

ヤ

～

　

　

守
'

選

ぶ

■
＼

陣

ぷ

し

・

」

　
㎡
ら

W

　

:

ゴ

　　、

バ

　

　
「

.苓

　
↓

W

鳥

ヅ

　

㌔

,

ぴ
、
㌔

μ
揚

ち

方

　

'

.

、趣

.

て
　

,

ド

,

嘗

　

シ

ゼ
ト

,
ト

♀

誓

r

　

、

　

'

`

　

　

　

日

↑
八丁

　

f
z

呵
ち

、∀

w

W

二

　

シ

へ"

㌍

、

¥

ば
ノ

㌧

　

　
　

　

ぷ

…

"尼

厳

　
"

づ

凌

・

、
㌧

レ

了

〆
.ぢ㌣

己

　
㌧

.
、

せ
τ

γ

■

橘
、

ジ　

　

」

周
ジ

　

辱
ギ

㎏

寸

♪

W

　

　
　

、
べ

　
、

〆4

吋

ム
■

　

'

ー

ば

・

へ

'
.
φ
弓

ψ
智

(

て
　

`
」

.、

　
.
ぺ

　

　
+

、

・
、
㌔

宝

、
　

曇
懸

,

/

〉

ぴ

え

　

バ

ず

㌔
㌧

、

　

・
、

字

ン
』

、

　ち

/

　　
》

　

邑

㌔
'

べ

　

が

ひ

∀

'、

　

　

∀

　

　　

.署

♪
、

"

声

$
　

蕊

　
'

∵
S

愉ボ

ゴ

シ

。
ザ

、
ゾ
)

晶

;

　

　

凡・せ潔
ψ

を

嵐　
㌦

w

、

■

射

　

蔀

〉

毒
∵

㌧
ぺ
.

　

V

廷

,

　・∨

'
〈

対

ド

ヂ

　駄

㌔
、
　

、陶

　

㌧

ギ

㌣

.

∀

▲　

　

ノ

イ

、ρ
4

　
ノ

旙

。
巳

マ

ィ

∨

　
　

、

　

滝

"

　
ぺ

b

㍍

・

s
・

㌔

♂

、

鰺

、

.

　

　

'

　

　

'
1

ぞ

r十

已

⊥
　
幾

。

W
、

千

　
V

↑

.

♪

　

へ
　
ぢ

　
　　

ン

"　↓

　

・
イ

」

　
白
兵

虜
　
撃

　

㌔̀.オ

・

一驚
・

㌢

ピ
〉
㍉

　
v

　
∴

.

べ
、煙

・
ほ

　

　

冨

選

、,

f
.翼

史

学

卜

弓f

㎡

ノ

也
　　

塾

主
由
、

　
ノ
㌔シ

V

　

・

へ

　

叉

　

(
。

撫魁ψ
、

ぐ
　

蟻

麟

　
一 躍 ・ 毒

〉

藷

　
、
≧

X

,

石
～

蟄
《

∨

づ

《

千

、

　

転

　

ビ

Y
堂

パ
時

、
き迷

誓

㌔

〃

・
亘

《

帖
㌔

-
、

、

-

}

」

ス

㎏

枇

〉
若

輻
誌

1栖 二

始 薙
メ


